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本市では、事業基盤の強化を図るため、鶴岡市、庄内町と
共に広域化（連携）に取り組んでいます。

上下水道料金のお支払い、水道の使用開始・中止、名義変更、受益者負担金、
合併処理浄化槽分担金、その他上下水道に関するお問い合わせは…

酒田市上下水道お客さまセンター
TEL.0234-22-1811 ／ FAX.0234-22-3160

　５月18日、庄内開発協議会（会長 丸山酒田市長）は、吉村知事に対し、水道
事業の経営健全化・基盤強化のため、県企業局が運営する庄内広域水道用水
供給事業と、酒田市、鶴岡市、庄内町がそれぞれ運営する水道事業の統合に
向けた、庄内地方重要事業要望書を提出しました。
　事業統合の早期実現により、サービス水準の維持・向上や、お客さま負担の
圧縮等を目指します。

水
水道メーター交換のお知らせ水道メーター交換のお知らせ

　費用は無料ですが、交換時に止水栓等に故障が見つかり、修理が必要となった場合、その費用は
自己負担になります。給水器具はお客さまの財産です。日頃から適正な管理をお願いします。

令和３年 優良工事企業表彰 上下水道事業管理者表彰

五十嵐工業株式会社 安田池田組・丸和水道特定建設工事共同企業体

　お客さまの使用水量を正確に計量するため、水道メーターには計量法に基づく有効期限が定め
られています。この期限に沿って順次、水道メーターを交換しています。上下水道お客さまセンター
のネームプレート着用の作業員が交換に伺った際は、ご協力をお願いします。　

　上下水道事業の請負工事のうち、事故防止対策に尽くし、建設技術の向上に寄与する等、他の
模範となった企業を表彰するものです。令和３年は２企業が受賞されました。

令和４年度　主な上下水道部発注工事令和４年度　主な上下水道部発注工事
●配水管改良工事
（北新橋一丁目地内、米島地内、砂越緑町地内）
●公共下水道管路改築工事（若宮町地内）
●下水道管きょ修繕工事（駅東二丁目地内ほか）
　※工事の際はご協力をお願いします。

お支払い等の
窓口営業時間
《平日》

8:30～17:15

酒田地区（新橋１～５丁目、曙町１～２丁目、日の出町１～２丁目）

酒田地区（中町１～３丁目、本町１～３丁目、上安町１～２丁目、上本町）

松山地区（柏谷沢、荒興野、成沢、上大川渡、下大川渡、地見興屋、
　　　　　下新田、臼ケ沢、大沼新田）
平田地区（円能寺、沖、進藤、中里、笹山、備畑、海ケ沢、鹿島、丸山、
　　　　　道屋敷、吉ケ沢、本宮、中村）

10月１日～20日

９月１日～20日

９月６日～20日

酒田市上下水道広報

広域化へ加速しています広域化へ加速しています



水分補給においしい水道水はいかがでしょう !

　酒田市、鶴岡市、庄内町では、山形県企業局が運営する庄内広域水道用水供給事業との
広域化（垂直・水平統合）を目指し、要望活動を展開しています。
　山形県では、令和４年度中に「水道広域化推進プラン」を策定し、今後の広域連携の推
進方針を示すこととしています。

持続可能な水道事業の実現に向けて
水道事業を取り巻く現状

減少 料金収入の減少

広域化することで…

～水道事業の広域化が目指すもの～

①人口減少等による料金収入の減少 ②古くなった水道管等の更新費用の増加

水道事業は、お客さまからいただく水道料金で運営しており、
①と②の傾向は水道事業経営の悪化につながる主な要因となります。

重複業務の統合など
スケールメリットを活かした
運営コストの削減

更新費用の増加

（庄内圏域では）
約40年後、給水収益
の半減が見込まれる

（庄内圏域では）
これまでの4倍の
更新費用が必要

漏水・濁水の発生
断水への懸念

Point

Point

国の交付金を活用した
水道管・施設の更新の加速

Point

高度経済成長期に集中的に整備された水道管・
施設の更新財源として、国交付金を活用

地震などの
災害に強い水道管・
施設へ更新

重複業務の統合
（水質検査や管理部門の一元化）

事業体を超えた施設の統廃合で更新費用や維持管理費の削減

主要な浄水場の
施設稼働率は
平均で

50%を下回る ①水道水の融通により、朝日浄水場から酒田市に供給
②小牧浄水場の廃止により、更新費用や維持管理費の削減

庄内圏域では、水道施設の稼働状況の低下が大きな課題となっています。
広域化により事業体を超えた水運用で、効率的な運営が可能になります。

平田浄水場（県企業局）

施設稼働率 54%

朝日浄水場（県企業局）

施設稼働率 43%

小牧浄水場（酒田市）

施設稼働率 38%

取組例

②廃止
①融通

広域化により、効率的な運営を図るとともに、施設・水道管の更新を進めながら、
水道料金の将来的な値上げ幅の抑制 を目指します。

小牧浄水場


